
校長室雑記 

笑ってごらん 
第 520 号 H.27.7.15 発行 

 

◇◆6～8 日の 3 日間、笹山教頭先生と共に長崎市へ赴いた。目的は九州地区初任者研修の視察である。実

は、同研修が来年度鹿児島で開催されることが決定しており、その準備のための実行委員長として樟南高校

校長、運営委員長として同校教頭、実行副委員長として鳳凰高校校長、運営副委員長として同校教頭という

役目がそれぞれに与えられたのである。同研修は毎年各県持ち回りで開催されているのだが、そもそも初任

者が参加する研修であることから、校長・教頭は送り出す側であり、参加したことがない。内容については

全く知識が無いのである。そんな状況下で与えられた大役であるが故に、不安だらけなのだ。今回、実際に

視察という目的で実際に参加してみて大変勉強になった。どんなことを準備しなければならないか？ 宿泊

の手配は？ 司会者は？ 記録者は？ グループ討議の内容は？ 指導者は？ 講演講師のご案内は？ 

参加者への注意事項は？ 考えればキリが無いくらいの懸案事項が生じたので、それらを一つずつ解決して

いかなくてはならない。長崎県の実行委員会の先生方の素晴らしい運営を参考にしながら、これから一年か

けて鹿児島県ならではの素敵な研修を創り上げたいと思う。やるｿﾞ～！ ◆といったようなことで 3日間学

校を留守にしていた。私自身にとって濃密な 3日間であったので、何だか一週間くらい出張していた感がす

る。9日(木)久々に出勤すると、様々なオシゴトが溜まっていた。私自身の時間の使い方に起因するのだが、

この『笑ってごらん』作成まで手が回らなかった･･･。反省･･･。 ◆長崎へ出張している間も欠かさずに行

っていたことがある。それは鳳凰高校のブログチェック。今年度から広報部の先生方が頑張り、ほぼ毎日ト

ピックスをアップ・更新してくれている。学校で今日どんなことがあったかを知る

ことができるのは大変ありがたい。寮生の保護者や中学生にも好評のようである。

今後も新しい情報をどんどんアップしてもらおう。 ◆さらに長崎ネタ。長崎はそ

の歴史的背景から中華料理を提供する飲食店や中華菓子を販売する店が多い。長崎

に限ったことではないが、私は（というより家族全員）「よりより」という中華菓

子が大好きである。小麦粉を練って長細く棒状にしたものを 2本より合わせてねじ

って油で揚げた単純なものなのだが、そのガリガリとした心地よい歯ごたえに加え、

噛めば噛むほど味わい深い感じがたまらない。いろんなメーカー製の「よりより」

があるが、当たり外れがない。そういう意味でも嬉しいお土産。もちろん、今回も

求め、いま、我が家では時折誰かが「ガリガリ･･･」と音を立てているのである。 ◇◆北上する台風 11

号の進路が気になるところではあるが、今週末で 1学期も終了する。皆、有意義な夏休みを過ごして欲しい。 
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◇◆13 日(月)夜、「次世代経営塾いろは会」(南さつま市の若手経営者の会)が鹿児島

銀行加世田支店会議室で行われた。今回の研修内容は、昨年台風襲来で中止になった、

本校卒業生：ガッツコンサル代表 大石信恵さんのリベンジ講演であった。大石さん

は昨年 10月に本校生のために『社会人になる前に身に付けておく５つの習慣』という

演題で、ガラガラ声ながら精一杯話をしてくださったので、覚えている人もいるだろう。今回の演題は『ピ

ンチはチャンス！ポジティブ思考が良い結果を引き寄せる』。これまでの半生における数々のピンチ（苦難）

をどうやって切り抜けてきたか、その折々の考え方についての貴重な話を聴くことができた。様々な経験を

経てきたからこそできる「発想の転換」が随所にちりばめられており、加えて、大石さん自身が周囲を取り

巻く方々に対して常に「感謝の気持ち」を持って接していることがうかがえた。私自身、大変勉強になった。 

～今日のことば～ 

 どこかにたどり着きたいと欲するならば、 

     今いるところには留まらないことを 

決心しなければならない。 

感謝道 

 


